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●業績予想の修正について

１．平成24年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 112,800 3,000 2,600 4,300 31 21

今回修正予想(Ｂ) 101,000 △ 3,400 △ 3,700 △ 2,500 △ 18 15

増減額(Ｂ－Ａ) △ 11,800 △ 6,400 △ 6,300 △ 6,800

増減率（％） △ 10.5 - - -

前期実績（平成23年3月期） 107,705 1,551 1,133 1,921 13 95

２．（参考）平成24年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 105,000 2,500 2,000 3,900 28 31

今回修正予想(Ｂ) 93,000 △ 3,900 △ 4,300 △ 2,900 △ 21 05

増減額(Ｂ－Ａ) △ 12,000 △ 6,400 △ 6,300 △ 6,800

増減率（％） △ 11.4 - - -

前期実績（平成23年3月期） 99,637 1,053 545 1,570 11 40

３．修正の理由

●配当予想の修正について
１．配当予想の修正

基準日 第２四半期末 期末 年間
前回予想 円　銭 円　銭 円　銭

(平成23年11月7日発表) 0.00 (未定) (未定)
今回修正予想 0.00 0.00 0.00

当期実績 0.00
前期実績

(平成23年3月期) 0.00 5.00                  5.00                  

２．修正の理由

以　上

　円高による為替の影響や世界景気の後退による海運市場の悪化などにより、海上機器の売上が予想から落ち込む見込み
となりました。また、海外向け通信インフラ機器の低迷やタイ洪水の影響などによるITS関連機器の伸び悩み、さらには東日本
大震災や大型台風の影響による公共事業の計画見直しや発注時期のずれ込みで官公庁向けソリューションシステムの売上
も減少する見込みです。売上減少に伴い、収益悪化も避けられない見込みとなりました。加えて、当第3四半期におきまして、
通信機器事業用資産の減損損失を特別損失に計上しました。これらの理由により、平成23年11月7日に公表した業績予想を
上記のとおり修正いたしました。
　当社グループといたしましては、今後の拡大が予想される防災需要や、通信トラフィックの増大に伴う通信インフラ需要を確
実に取り込むとともに、新規事業の創出、新規顧客の開拓等に全力を傾注し、収益の回復を図ります。また、事業構造改革を
強力に推進し、売上拡大と利益体質の強化に向け邁進いたします。
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　上述のとおり、当社を取り巻く現下の事業環境は大変厳しく、通期業績においても損失が見込まれます。このため、「未定」と
しておりました平成24年3月期の期末配当予想につきましては、誠に遺憾ながら無配とさせていただきます。
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業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ

　（注）業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。
　　    実際の業績等は、業況の変化等により、予想と異なる場合があります。

　最近の業績動向を踏まえ、平成23年11月7日に公表した業績予想および配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお
知らせいたします。
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